
 

薬事委員会記録 
 

日   時：平成 26 年 9 月 25 日(木) 16 時 00 分 

場   所：医学部 1 階 小会議室 

出 席 者：伊藤、諏訪、木村(暁)、森田、村瀬、山口、平川、川瀬、加納、安田(満)、市川、木

村(豪)、田中、杉山、畠山、富松、竹中、折居、酒々井、玉井、岡安、安田(浩) 、

小森、西垣(美) 

代理出席者：大野〔２内〕、北川〔高次〕、渡邊〔生体〕 

委任状提出：白上、久保田 

欠 席 者：鶴見、豊木、中山、棚橋、長瀬、兼村、紀ノ定、荒木、堀川、生熊 
 

記録の承認 

平成 26 年 6 月 5 日開催の薬事委員会の記録を承認した。 

 

協議事項 

１．医薬品の採用について 

6 品目（ユニタルク胸膜腔内注入用懸濁剤 4g、ボンビバ静注 1mg シリンジ、イーケプラ

ドライシロップ 50%、オザグレル Na 点滴静注 80mg バッグ「テルモ」、アゾルガ配合懸

濁性点眼液、ケナコルト-A 皮内用関節腔内用水懸注 50mg/5mL）の採用を承認した。 

２．医薬品の継続試用について 

7 品目（テネリア錠 20mg、アロキシ点滴静注バッグ 0.75mg50mL、オレンシア点滴静注用

250mg、カロナール細粒 50%、ザルティア錠 5mg、ナイキサン錠 100mg、カルタン OD 錠

500mg）の継続試用を承認した。 

３．医薬品の新規試用について 

4 品目（フルティフォーム 125 エアゾール 56 吸入用、ザイティガ錠 250mg、エディロー

ルカプセル 0.75µg、アネメトロ点滴静注液 500mg）について、申請診療科および薬剤部

より説明された後、新規試用の承認可否について投票を実施した。その結果、原案通り全

て承認された。 

４．医薬品の採用中止について 

4 品目（ゼフィックス錠 100、メレックス錠 0.5mg、モルヒネ塩酸塩錠、フエナゾール軟

膏 5%）の採用中止を承認した。 

 

報告事項 

１．院外採用医薬品に関する薬事委員会 WG からの報告 

①医薬品の院外採用について 

12 品目（エネーボ配合経腸用液、テノゼット錠 300mg、アデムパス錠 0.5mg･同 1.0mg、

ザクラス配合錠 HD、タケルダ配合錠、ラコールＮＦ配合経腸用半固形剤、クレナフィ

ン爪外用液 10%、ドボベット軟膏、コンサータ錠 18mg･同 27mg、トラマールカプセル

50mg）の院外採用が報告された。 

②院外処方医薬品申請書書式の一部変更 

院外処方医薬品申請書の書式を一部変更が報告され、必要理由と削除候補医薬品の記

載欄が追加となった。 

③同一銘柄で複数剤型が採用されている院外採用医薬品の見直し 

21 品目について、使用実績等を考慮して優先とする 1 剤型のみを採用とし、他方を採

用中止とすることとした。ただし、処方せんの薬品名記載を工夫し、複数剤型のいず



 

れで調剤するかを薬剤師の判断で行えるようにすることとした。 

④同一成分で複数銘柄が採用されている院外採用医薬品の見直し 

過去 1 年間の使用実績がほぼ無い 10 品目について、処方医に確認の上採用中止し、汎

用されている品目のみを採用することとした。 

２．製剤変更医薬品について 

5 品目（メプチンスイングヘラー10µg 吸入 100 回、メマリーOD 錠 5mg･同 20mg、ルセン

ティス硝子体内注射用キット 10mg/mL、キシロカイン注射液「1%」エピレナミン

(1:100,000)含有 20mL）の製剤変更が報告された。 

３．販売中止医薬品について 

パロチン錠 10mg の販売中止が報告された。 

４．緊急購入医薬品の登録について 

16 品目（テノゼット錠 300mg、テビケイ錠 50mg、ラコール NF 配合経腸用半固形剤、ゼ

ルヤンツ錠 5mg、ロンサーフ配合錠 T15･同 T20、サイスタダン原末、サーティカン錠 0.5mg、

イクスタンジカプセル 40mg、ヴォトリエント錠 200mg、サンドスタチン LAR 筋注用キ

ット 10mg･同 20mg･同 30mg、エルカルチン FF 静注 1000mg、ハイゼントラ 20％皮下注

1g/5mL･同 2g/10mL）の緊急購入の登録が報告された。 

 

その他 

１．医薬品安全使用に関する業務手順書に基づいた業務実施状況について 

調査は平成 26 年 7 月に行われ、医薬品安全使用に関する業務手順書に基づいて業務実施

状況を評価したところ、放射線部で C 評価の項目があったとの報告がされた。対応を進

めているとの説明がされた。 

２．薬事委員会委員の検討について 

薬事委員会委員の構成について検討された。委員長から小規模で頻回に開催してはど

うかとの提案があったが、委員からは本会は重要な会で全員参加で行うべきであり、

早急に必要な薬剤については緊急購入で対応可能との意見があったことから、当面は

現在の体制を継続することとなった。 

 

次回薬事委員会の開催日時は、平成 26 年 12 月 4 日(木)とした。 


